
八朔祭に、積極的に参加してみませんか？ 問合先：記事内をご覧ください

大
名
行
列
お
姫
様
・
腰
元
役

募
集
！

　

９
月
１
日（
火
）、
八
朔
祭
に
ち
な

む「
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
祭
り
の
呼
び
物
と
し
て

繰
り
出
さ
れ
る
大
名
行
列
は
総
勢

１
２
０
名
で
奴
姿
の
赤
熊
、
お
姫
様

や
お
殿
様
た
ち
が
歴
史
絵
巻
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
も
こ
の
大
名
行

列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

出
演
日　

　

９
月
１
日（
火
）11
時
〜
18
時

※
８
月
30
日（
日
）13
時
30
分
か
ら
総

練
習
が
あ
り
ま
す
。

※
８
月
上
旬
に
衣
装
・
鬘
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

　

お
姫
様（
都
留
市
在
住
ま
た
は
出

　

身
の
未
婚
女
性
）　　
　
　

１
名

　

腰　

元（
都
留
市
在
住
ま
た
は
出

　

身
の
未
婚
女
性
）　　
　

若
干
名

配
　
役

　

そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
と
衣
装
を
ま
と

い
大
名
行
列
に
入
っ
て
行
進
し
ま

す
。

応
募
締
切　

７
月
16
日（
木
） 

抽
選
発
表

　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

大
名
行
列
の
花
形「
赤し

ゃ
ぐ
ま熊

」募
集
！

　

大
名
行
列
の
花
形
と
も
言
え
る
赤

熊
を
一
緒
に
演
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

下
天
神
町
大
名
行
列
保
存
会
で

は
、
赤
熊
の
伝
統
を
後
継
し
て
い
く

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
演
日　

　

９
月
１
日（
火
）11
時
〜
18
時

募
集
人
員　

一
般
男
性　

若
干
名

※
８
月
26
日（
水
）、
27
日（
木
）、
28

日（
金
）19
時
か
ら
の
赤
熊
練
習
と
30

日（
月
）13
時
30
分
か
ら
の
総
練
習
の

全
て
に
参
加
で
き
る
方

配
　
役　

赤し
ゃ
ぐ
ま熊

※
奴
姿
に
衣
装
を
ま
と
い
道
具
を

も
っ
て
大
名
行
列
に
入
っ
て
行
進
し

ま
す
。

応
募
締
切　

７
月
16
日（
木
） 

共
通
申
込
・
問
合
先　

お
電
話
に
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
課
内

　

ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局　

☎（
43
）１
１
１
１

　
　
　
　
　

内
線
１
５
６

「
八
朔
in
つ
る
」参
加
者
・
ス
タ
ッ

フ
募
集
！

　

９
月
１
日
の
夜
、
谷
村
第
一
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う「
八
朔
in

つ
る
」の
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
、

テ
ン
ト
で
展
示
な
ど
を
し
た
い
団

体
や
サ
ー
ク
ル
、
お
祭
り
を
盛
り

上
げ
る
企
画
・
ア
イ
デ
ア
の
あ
る

方
、
お
祭
り
好
き
な
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、
18
歳
以
上
の
方
に
限
り

ま
す
。

申
込
締
切　

７
月
15
日（
水
） 

申
込
・
問
合
先

　

八
朔
in
つ
る
実
行
委
員
長

　

☎
０
９
０（
４
８
２
３
）４
８
４
４

　
　
（
新
館
）

都留市プレミアム付商品券発行事業について 問合先：記事内をご覧ください
　

都
留
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
一

般
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
19
日

（
金
）の
販
売
当
日
に
即
日
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　

ご
購
入
い
た
だ
け
な
か
っ
た
皆
さ
ま

に
対
し
ま
し
て
は
、
ご
希
望
に
沿
え
な

い
結
果
と
な
り
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

子
育
て
用
の
販
売
に
つ
い
て

　

６
月
に
世
帯
主
さ
ま
あ
て
に
、
市
か

ら
引
換
券
を
す
で
に
送
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
換
券
を
お
持
ち
の
上
、
お

早
目
に
企
画
課
に
て
ご
購
入
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
を
発
行
さ

れ
て
い
る
方
も
、
お
早
目
に
企
画
課
で

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

引
換
販
売
日
時
・
場
所　

　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

　

市
役
所
２
階
企
画
課

※
引
換
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。

※
水
曜
日
は
19
時
ま
で
市
役
所
１
階

ホ
ー
ル
で
販
売
し
ま
す
。（
祝
日
除
く
）

問
合
先　

総
務
部 

企
画
課

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金の申請方法について
問合先：企画課

政策担当
　

昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
申
請
方
法

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

支
給
額　

　

一
人
に
つ
き
６
、０
０
０
円

支
給
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）時

点
で
住
民
票
が
都
留
市
に
あ
り
、
平

成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方

■「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

支
給
額　

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
、０
０
０
円

支
給
対
象
者　

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を

都
留
市
か
ら
受
給
さ
れ
る
方

■
申
請
方
法
に
つ
い
て

　（
両
給
付
金
共
通
）

①
申
請
書
が
届
き
ま
す

　

市
企
画
課
か
ら
対
象
予
定
者
宛
て

に
申
請
書(

請
求
書)

を
送
付
し
ま

す
。（
７
月
下
旬
）

※
ご
自
身
が
対
象
と
思
わ
れ
る
の

に
、
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

市
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

②
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
必

要
書
類
を
添
付
し
ま
す

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
に
は
申
請
者

本
人
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し(

免

許
証
な
ど)

と
、
通
帳
な
ど
口
座
情

報
の
分
か
る
も
の
の
写
し
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
同
封
の
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
申
請
書
提
出
し
ま
す

　

申
請
書
を
、
窓
口
へ
直
接
ま
た
は

返
信
用
封
筒
に
入
れ
郵
送
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
平
成
27
年
８
月
３

日（
月
）～
12
月
25
日（
金
）（
郵
送
の

場
合
は
当
日
消
印
有
効) 

で
す
。

④
給
付
金
を
支
給（
入
金
）し
ま
す

　

申
請
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
支

給
・
不
支
給
に
関
わ
ら
ず
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
支
給

要
件
を
満
た
し
た
方
に
は
、
指
定
し

た
口
座
に
平
成
27
年
10
月
か
ら
順
次

支
給（
入
金
）し
ま
す
。
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市立病院の外来診療をお知らせします（平成27年7月～）
問合先：市立病院

医事担当☎（45）1811

時間
平日 8：30 ～ 11：00
土曜日 8：30 ～ 10：30
眼科（月～土） 8：30 ～ 10：00

■受付時間

診療科目 診療日 時間
内科 火・木 13：00 ～ 15：00

皮膚科 火・金 13：30 ～ 16：00
耳鼻咽喉科 月 13：30 ～ 16：00

乳腺外科 月 12：30 ～ 16：30
呼吸器外科 水 12：30 ～ 14：30

禁煙外来 金 電話による予約制

■午後診療受付時間

日曜日
国民の祝日
年末年始（12 月29 日～ 1 月3 日）

■外来休診日

診療科 診察室 時間 月 火 水 木 金 土

内科

１ 午前 鈴　木 鈴　木 保　坂 渡　辺 鈴　木 交代制
午後

２ 午前 樋　貝 落　合 渡　辺
人間ドック含む 落　合 保　坂

人間ドック含む 交代制

午後

３ 午前 保坂【予約】 樋貝【予約】 樋　貝 渡辺【予約】
午後 鈴木【予約】 保　坂

５
午前 渡辺【予約】 山梨大学医師

糖尿病外来【予約】 落合【予約】 保坂【予約】 齋　藤

午後 山梨大学医師
糖尿病・一般 鈴木【予約】

外科

６ 午前 深　澤
呼吸器・一般

12 午前 岡　本 岡　本 川  島 川  島 岡　本 川　島

13
午前 山梨大学医師

小児外科外来
深　澤

呼吸器・一般
山梨大学医師
乳腺外科外来 丸　山 深　澤

呼吸器・一般
深　澤

呼吸器・一般

午後 山梨大学医師
乳腺外科外来

深　澤
呼吸器・一般

深　澤
禁煙外来

17 午前 丸山【予約】
整形外科

  ※1　第2・4・5 週
  ※2　第1・3 週
  ※3　第1・3・5 週
  ※4　第2・4 週

10
午前

髙　澤 丸　木　※3
髙　澤　※4

髙　澤　※3
丸　木　※4 髙　澤 丸　木 交代制

（事前にお問合
せください）11 関　戸 関　戸　※3

非常勤医師 ※4
関　戸　※1

交代制 ※2 関　戸 関　戸

脳神経外科 14 午前 小　俣 小　俣 山梨大学医師 小　俣 小　俣

小児科

  ※1　第3 火曜日
  ※2　第3 木曜日

15
午前 太　田 太　田 太　田 髙　橋 太　田 交代制

午後 山梨大学医師
神経外来 ※1【予約】 予防接種 山梨大学医師

心臓外来 ※2【予約】 予防接種

16 午前 髙　橋 亀　井 山梨大学医師 亀　井 山梨大学医師 交代制
午後 乳児検診 予防接種 予防接種

産婦人科 18 午前 赤十字病院医師 赤十字病院医師 赤十字病院医師

耳鼻咽喉科 21 午前 山梨大学医師 山梨大学医師 山梨大学医師
午後 山梨大学医師

眼  科

  ※1　第2・4 週
20 午前 東京医科大学医師 東京医科大学医師 東京医科大学医師 山梨大学医師 東京医科大学医師  ※１

皮膚科 ６ 午前 山梨大学医師 山梨大学医師 山梨大学医師
午後 山梨大学医師 山梨大学医師

泌尿器科 17 午前 山梨大学医師 山梨大学医師

■この予定表は予告なく変更することがあります。休診情報などの詳細についてはお問い合せください。

※形成外科の診療は 7 月より休診となります。

職員採用試験のお知らせ【行政職／看護・保健職／消防職】
問合先：総務課 

職員担当

試
験
職
種
及
び
平
成
28
年
度
採

用
予
定
人
員

行
政
職（
上
級
）　　
　
　
　

10
名
程
度

行
政
職（
上
級
）〈
学
芸
員
〉　　
　

１
名

行
政
職（
上
級
）〈
図
書
館
司
書
〉　

１
名

行
政
職（
上
級
）〈
管
理
栄
養
士
〉　

１
名

看
護
・
保
健
職〈
保
健
師
〉　　
　

１
名

消
防
職（
上
級
）〈
市
消
防
署
ま
た
は
道

志
出
張
所
勤
務
〉　　
　
　

１
～
２
名

消
防
職（
初
級
）〈
市
消
防
署
ま
た
は
道

志
出
張
所
勤
務
〉　　
　
　

２
～
３
名

受
験
資
格

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

（
下
記
参
照
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
、
ま
た
は
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

【
行
政
職（
上
級
）】

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学

を
卒
業（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

【
行
政
職（
上
級
）〈
学
芸
員
〉】

・
昭
和
55
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学

を
卒
業（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
し
、
学
芸
員
の
資
格

を
有
す
る
者（
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
を
含
む
）

【
行
政
職（
上
級
）〈
図
書
館
司
書
・
管
理

栄
養
士
〉】

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学

を
卒
業（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
し
、
試
験
職
種
の
資

格
を
有
す
る
者（
平
成
28
年
３
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
を
含
む
）

【
看
護
・
保
健
職〈
保
健
師
〉】

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
健

師
の
免
許
を
有
す
る
者（
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
を
含
む
）

【
消
防
職（
上
級
）】 

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学

を
卒
業（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
平
成
28
年

３
月
取
得
見
込
み
を
含
み
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除
く
）を
有
す
る
者

・
採
用
時
以
後
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
者

【
消
防
職（
初
級
）】

・
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等

学
校
を
卒
業（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
平
成
28
年

３
月
取
得
見
込
み
を
含
み
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除
く
）を
有
す
る
者

・
採
用
時
以
後
、
勤
務
地
に
居
住
で
き

る
者

消
防
職
受
験
資
格　

男
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上
、

体
重
お
お
む
ね
50
㎏
以
上
、
視
力
等
正

常
な
者

女
性
：
身
長
お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上
、

体
重
お
お
む
ね
45
㎏
以
上
、
視
力
等
正

常
な
者

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
を
８
月
３
日（
月
）～
８

月
17
日（
月
）
ま
で
に
総
務
部
総
務
課

職
員
担
当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
験
案
内
は
、
７
月
１
日（
水
）か
ら

配
布
し
ま
す
。）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

は
、
８
月
３
日（
月
）～
８
月
10
日（
月
）

ま
で
で
す
。

　

申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

試
験
日
及
び
会
場

　
第
１
次
試
験

　
　

９
月
20
日（
日
）

　
　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

　
　
　
　
　

２
階
第
一
会
議
室

　
　
第
２
次
試
験

　（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
　

10
月
下
旬

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２　

 

禁き
ん
こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

３　

 

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲
戒

免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

４　

 

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
委

員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方
公
務
員
法

に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処
せ
ら

れ
た
者

５　

 

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者 

試
験
の
方
法

　

第
１
次
試
験（
筆
記
試
験
）　

　

第
２
次
試
験（
面
接
・
作
文
）

　

※「
消
防
職
」は
右
記
試
験
以
外
に
体

　
　

力
検
査
を
行
い
ま
す
。

合
格
発
表

　

第
１
次
試
験　

10
月
初
旬

　

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬

Ｈ 2 7 . 7 . 11 1 Ｈ 2 7 . 7 . 1 1 0



後期高齢者医療保険についてのお知らせ
問合先：市民課

保険年金担当

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

有
効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31
日
の
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
お
手
元
に
は
７
月
下
旬
に
簡
易

書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証

は
お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
、
８
月

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
古
い
被
保
険
者

証
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は「
さ
く
ら
色
」と
な
り
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
27
年
８
月
１
日

よ
り
新
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
色
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
効
期
限
が
平
成
28
年

７
月
31
日
ま
で
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今

年
度
も
適
用
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

引
き
続
き
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
交
付
を
受
け
て
い
る
の
に
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
世
帯
に
未
申
告
の

方
が
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
は
被
保
険
者
証
と
は
別
便
で
、

同
じ
く
７
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

平
成
27
年
７
月
に
平
成
27
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
平

成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
平

成
26
年
中
の
年
金
や
給
与
・
農
業
・
不
動

産
と
い
っ
た
収
入
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法
に
応

じ
た
納
期
回
数
で
除
し
た
金
額
で
各
期
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
７
月
算
定
時
に
賦
課
対
象
と

な
る
被
保
険
者
の
方
は
平
成
27
年
７
月
１

日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
ま
た
以
降
の
月
に
お
い
て
、
資
格
を

取
得
し
た
被
保
険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月

の
翌
月
に
通
知
書
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
２

年
に
一
度
保
険
料
率
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
平
成
26
年
度
に
保
険
料
率
が
改

定
と
な
り
ま
し
た
。(

平
成
27
年
度
の
保
険

料
率
は
平
成
26
年
度
と
同
様
と
な
り
ま
す)

■
納
付
方
法

◆
特
別
徴
収
の
方

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
直
接
天
引
き
）

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
７
月

中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通

知
書
が
送
付
さ
れ
、
10
月
・
12
月
・
翌
年

２
月
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
翌
年
度
４
・
６
・
８
月
の
仮
徴
収
額

は
、
２
月
に
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
額

と
同
額
に
な
り
ま
す
。

　

既
に
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は
、
本
算

定
さ
れ
た
年
額
か
ら
４
・
６
・
８
月
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
金
額
を
控
除
し
た
差
額
が

10
・
12
・
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け
て
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
８
・
５
割
軽
減
や
所
得
割
5
割

軽
減
な
ど
に
該
当
、
あ
る
い
は
年
度
の
中

途
で
保
険
料
の
変
更
等
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
納
付

方
法
が
変
更
と
な
っ
た
方
で
、
本
年
10
月

よ
り
再
度
特
別
徴
収
と
な
ら
れ
る
方
に
つ

い
て
は
、
７
・
８
・
９
月
を
普
通
徴
収
、
10

月
以
降
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
年
６

回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
普
通
徴
収
の
方

　

普
通
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方

（
納
入
通
知
書
等
に
よ
り
直
接
金
融
機
関
等

で
納
め
る
方
、
あ
る
い
は
口
座
振
替
を
申

請
さ
れ
た
方
）は
、
７
月
中
旬
に
保
険
料
額

決
定
通
知
書
及
び
納
入
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
納
期
は
年
８
回（
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
毎
月
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
に
つ
い
て
は
毎
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
口

座
よ
り
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
期
日
を

ご
確
認
の
う
え
納
め
忘
れ
、
あ
る
い
は
残

高
不
足
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合

に
は
、
翌
月
20
日
頃
に
督
促
状
が
お
手
元
に
届

き
、
督
促
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

◆
均
等
割
軽
減（
均
等
割
額
４
０
、４
９
０
円
）

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
等
が
右
表
に
該
当
す
る
世
帯
の
被

保
険
者
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
割
軽
減

　

賦
課
の
基
と
な
る
金
額
が
、
58
万
円
を
超

え
な
い
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額

が
一
律
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
に

対
す
る
９
割
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
を
取
得
す

る
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ず
、

均
等
割
額
は
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割

額
は
３
６
、４
４
１
円
が
軽
減
さ
れ
、
保
険
料

額
は
年
額
で
４
、０
４
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
賦
課
限
度
額

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
賦
課
限
度
額
は
平

成
26
年
度
と
同
様
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
所
得
の
高
い
方
で
も
年
57
万
円

が
上
限
と
な
り
ま
す
。

自己負担 所得区分 対象要件

３割 現役並み
所得者※

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の後期高齢者医
療制度に加入している被保険者がいる方

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ・Ⅰ以外の方
低所得者Ⅱ 属する世帯の世帯員全員が住民税非課税である方

低所得者Ⅰ 世帯員全員が住民税非課税で、各収入などから必要経費・
控除を差し引いた所得が０円となる世帯の方

※現役並み所得者の負担区分判定基準
　同一世帯に属する被保険者の所得及び収入により判定します。次の場合は、申請により「一般（１
割）」の区分になります。

・同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者が２人以上で、加入者の収入合計金額が520万円未満の場合。
・後期高齢者医療制度の加入者が１人で、収入の合計金額が 383万円未満の場合。
・世帯で後期高齢者医療制度に加入している被保険者が１人で現役並み所得者の場合は、同一
世帯内の 70 歳～ 74 歳の方を含めた 70 歳以上の方の収入の合計額が 520 万円未満の場合。

軽減割合 判定方法 軽減額 軽減後
均等割額

９割軽減
8.5 割軽減に該当する場合
に、その世帯の被保険者全
員に年金収入以外の所得が
なく、年金収入80 万円以下

36,441 円 4,049 円

8.5 割軽減 33 万円以下 34,416 円 6,074 円

５割軽減 33 万円＋｛26 万円×被保険
者数｝以下 20,245 円 20,245 円

２割軽減 33 万円＋｛47 万円×被保険
者数｝以下 8,098 円 32,392 円

※世帯主及び被保険者の軽減判定の総所得金額等にて判定します。
※公的年金を受給されている方は、判定時に 15万円が控除されます。

■所得区分について

平成27年度保険料率
　　均等割額　40,490円
　　所得割率　7.86％
保険料賦課限度額　57万円

　　保険料　　　
（10円未満切り捨て）

◆保険料の計算方法
　後期高齢者医療保険料は、山梨県後期高
齢者医療広域連合が定めた保険料率をもと
に、被保険者全員が個人単位で納めます。
　保険料は、被保険者が等しく負担する「均
等割額」と被保険者の所得に応じて決まる

「所得割額」の合計となります。

■均等割軽減の判定方法と軽減額など

  均等割額   ＋　 　  所得割額
 40,490 円　　（所得―33 万円）×7.86％

＝

市民活動推進委員を募集します！
問合先：地域振興課

地域振興担当
　

都
留
市
市
民
活
動
推
進
委
員
の
改
選

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
市

民
活
動
の
推
進
、
都
留
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
ま
す
。

対　

象　
　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

若
干
名

任　

期　
　

２
年

（
平
成
27
年
８
月
～
平
成
29
年
８
月
）

報　

酬　
　

1
回
の
会
議
に
つ
き
５
、

０
０
０
円
の
委
員
報
酬
を
支
給（
交
通

費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
締
切　

7
月
15
日（
水
）ま
で

※
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域
環
境

課 

地
域
振
興
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■市民活動推進委員の活動によって、まちづくり交
流センターに設置された「ひとこと掲示板」。市民の
方の「ひとこと」を自由に書き込むことができます。

平成27年度国民健康保険税の改正について

　問合先：届出関係　市民課　保険年金担当
課税関係　税務課　　市民税担当
納税関係　税務課　　収納対策室

①
低
所
得
者
の
保
険
税
軽
減
措
置
の

拡
充

　

低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
対
象
を
拡
大
す
る

た
め
、
５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の

対
象
範
囲
を
拡
充
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
賦
課（
課
税
）限

度
額
の
見
直
し

　

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
給
付

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
及
び
介

護
納
付
金
分
の
賦
課
限
度
額
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

軽減対象
世帯 変更前 変更後

７割
軽減世帯

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年の所得
金額の合計額が、基準額33 万円を超えない世帯 変更なし

５割
軽減世帯

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年の所得金額
の合計額が、基準額33万円＋24.5万円×（被保険者数
＋特定同一世帯所属者数※ ）を超えない世帯

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年の所得
金額の合計額が、基準額33万円＋26万円×（被保
険者数＋特定同一世帯所属者数※ ）を超えない世帯

２割
軽減世帯

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年の所得
金額の合計額が、基準額33万円＋45万円×（被保
険者数＋特定同一世帯所属者数※）を超えない世帯

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年の所得
金額の合計額が、基準額33万円＋47万円×（被保
険者数＋特定同一世帯所属者数※）を超えない世帯

医療給付分（0歳から 74歳） 後期高齢者支援金分等分
（0 歳から 74 歳）

介護納付金分
（40 歳から 64 歳）

所得割額 ( 課税標準額 ※ ×率 ) 　　　　　　7.68％ 　　　　　　2.45％ 　　　　　　2.06％

均等割額（被保険者1 人当り ) 　　　　   27,500 円 　　　　　 8,500 円 　　　　   10,300 円

平等割額 (1 世帯当たり ) 　　　　   24,400 円 　　　　　 7,500 円 　　　　　 6,000 円

賦課 ( 課税 ) 限度額 　　　　520,000 円
　変更前510,000 円

　　　　170,000 円
　変更前160,000 円

　　　　160,000 円
　変更前140,000 円

※課税標準額：前年中の合計所得金額－33 万円 ( 基礎控除額 )
※平等割額について、特定同一世帯所属者がいる世帯は減額
される場合があります。

※特定同一世帯所属者：国民健康保険被保険者が 75 才到達により、国保資格を喪失した者で、資格を喪失した日の前
日以後継続して同一の世帯に属するものをいう。

◆
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
！

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
主
が

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
世
帯
主
が
社
会
保
険
等

に
加
入
し
て
い
る
場
合
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

で
も
、
他
の
世
帯
員（
家
族
）が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
世

帯
主
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

◆
所
得
の
申
告
は
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
税
の
決
定
や
軽
減

判
定
、
ま
た
入
院
時
の
食
事
代
、
高

額
療
養
費
の
算
定
な
ど
に
は
世
帯
の

所
得
情
報
が
必
要
で
す
。
収
入
が
な

い
場
合
等
で
も
忘
れ
ず
所
得
の
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■国民健康保険税の軽減措置対象変更について

■国民健康保険賦課限度額の引き上げについて
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国民年金の保険料免除制度があります
問合先：日本年金機構大月年金事務所☎（22）5837

市民課 保険年金担当　　　       　
　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
は
所
得
に
応
じ

４
段
階
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
除

の
種
類
、
納
付
額
、
年
金
支
給
率
、

審
査
基
準
と
な
る
前
年
の
所
得
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

免除の種類
納付額

（H27保険料
月額15,590円）

年金
支給率

免除審査の基準となる
前年所得の目安

全額免除 0円 1/2 （扶養親族等の数+1）×35万円
+22万円

４分の３免除 3,900円 5/8 78万円 +扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等

半額免除 7,800円 6/8 118万円 +扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等

４分の１免除 11,690円 7/8 158万円 +扶養親族等控除額+
社会保険料控除額等

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
や「
学
生
納
付
特
例

制
度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

◎
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
期
間
の

保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
し
、

免
除
さ
れ
た
こ
と
で
少
な
く
な
っ

た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
一
部
免
除
の
期
間
中
、
必
要
な
保

険
料
を
納
め
な
い
と「
未
納
」と
み
な

さ
れ
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
額
が
減
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

結婚50周年を迎えられたご夫婦の金婚を祝う 申込・問合先：市社会福祉協議会☎（46）5115
　

都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

を
対
象
に
金
婚
式
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
す
。
50
年
の
歳
月
を
振
り
返
り
つ

つ
、
な
ご
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
上
記
の
申
込
・
問
合
先
ま
で

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
金
婚
式
祝
賀
会
の
開
催

の
ご
案
内

日
　
時　

９
月
25
日（
金
）14
時
か
ら

　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
か
ら
）

場
　
所　

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
―
１

　
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留 

３
階

対
　
象　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

ご
夫
婦

１
．
昭
和
39
年
９
月
16
日
～
昭
和
40

　
　

年
９
月
15
日
の
間
に
婚
姻
さ
れ

　
　

た
ご
夫
婦

※
こ
の
間
に
事
実
上
婚
姻
し
て
い
れ

ば
婚
姻
の
届
出
日
は
問
い
ま
せ
ん

２
．
昭
和
39
年
９
月
15
日
以
前
に
婚

　
　

姻
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
金
婚
式

　
　

祝
賀
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い

　
　

ご
夫
婦

申
込
締
切
日　

９
月
10
日（
木
）

参
加
料　
　

無
料

内
　
容

　

金
婚（
結
婚
50
周
年
）を
迎
え
た
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す
。

・
結
婚
50
周
年
を
祝
う
式
典

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
記
念
写
真
撮
影

昨
年
出
席
さ
れ
た
方
か
ら
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た

三
枝
　
潔
・
昭
子
さ
ん
ご
夫
妻

　

金
婚
式
祝
賀
会
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
二
人
の
人
生
を
振
り

返
る
事
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に

生
き
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
合
唱
や
、
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
、

お
抹
茶
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
茶
道

の
雰
囲
気
も
味
わ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
心

づ
く
し
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

中
野 

忠
三
・
正
子
さ
ん
ご
夫
妻

　

今
ま
で
の
50
年
間
、
楽
し
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
し
た
が
、
お
互
い
を
理
解
し
あ
い
、

思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲

良
く
、
命
あ
る
限
り
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

匿
　
名

　

会
場
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
、
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

三枝さんご夫婦

中野さんご夫婦

平成27年8月から介護保険制度の一部が変わります
問合先：長寿介護課

介護保険担当
　

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
費
用
負
担
の

公
平
化
に
係
る
次
の
制
度
改
正
が
行
わ

れ
ま
す
。

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
利
用
者
の
自

己
負
担
割
合
の
見
直
し

　

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
利
用
者
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

所得要件 利用者負担

合計所得金額※1が 160万円未満の方 １割

合計所得160万円
以上の方

同一世帯※2の第1号被保険者の年
金収入とその他の合計所得金額※3

１人世帯：280万円未満　
２人以上世帯：346万円未満

１割

上記以外の方 ２割

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
方
に
、
７
月
末
ま
で
に
負

担
割
合
が
記
さ
れ
た
証（
負
担
割
合
証
）

を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合
証
を

介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
保
管

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
２
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
や
施
設
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

月
々
の
負
担
上
限
額（
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
基
準
）の
見
直
し

　

現
役
並
み
所
得
相
当
の
世
帯（
同

一
世
帯
内
に
課
税
所
得
※
４

１
４
５
万

円
以
上
の
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世

帯
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
負
担
の
上

限
が
３
７
、２
０
０
円（
月
額
）
か
ら

４
４
、４
０
０
円（
月
額
）に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
単
身
世
帯
で
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満
、
同
一
世
帯
内
に
65

歳
以
上
の
方
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
で

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の

場
合
は
、
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
市
に

申
請
す
る
こ
と
で
３
７
、２
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の
基
準
の

見
直
し

　

介
護
保
険
３
施
設（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
す
る
方
の
食
費
・
部
屋
代
の
負
担

軽
減
に
、
次
の
基
準
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

①
配
偶
者
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
負
担
軽
減
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。（
配
偶
者
に
は
、
住
民
票
上

世
帯
が
異
な
る
配
偶
者
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
な
い
事
実
婚
を
含
み
ま
す
。）

②
預
貯
金
等
の
額
が
、
単
身
で
１
、

０
０
０
万
円
、
夫
婦
で
２
、０
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
負
担
軽
減
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋（
多

床
室
）の
部
屋
代
負
担
の
見
直
し

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋

（
多
床
室
）に
入
所
す
る
方（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
者
を
含
む
。）の
う
ち
、
市

民
税
課
税
世
帯
の
方
等
に
つ
い
て
は
、

「
室
料
相
当
」の
負
担
が
生
じ
ま
す
。

期間
対象となる

所得段階
軽減前の保険料
（年額）

軽減後の保険料
（年額）

平成27年度～

平成28年度
第１段階 31,100円 28,000円

※
４　
「
課
税
所
得
」と
は
、
収
入
か
ら
公
的
年

金
等
控
除
、
必
要
経
費
、
給
与
所
得
控
除
等
の

地
方
税
法
上
の
控
除
金
額
を
差
し
引
い
た
後
の

額
を
い
い
ま
す
。

◎
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

が
可
決
さ
れ
、
公
費
を
投
入
し
低
所
得

の
方
の
保
険
料
を
次
の
と
お
り
軽
減
し

ま
す
。

※
１　
「
合
計
所
得
金
額
」と
は
、
収
入
か
ら
公

的
年
金
等
控
除
や
給
与
所
得
控
除
、
必
要
経
費

を
控
除
し
た
後
で
、
基
礎
控
除
や
人
的
控
除
等

の
控
除
を
す
る
前
の
所
得
金
額
を
い
い
ま
す
。

※
２　
「
世
帯
」と
は
、
住
民
基
本
台
帳
上
の
世

帯
を
指
し
ま
す
。

※
３　
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」と
は
、
合

計
所
得
金
額
か
ら
、
年
金
の
雑
所
得
を
除
い
た

所
得
金
額
を
い
い
ま
す
。
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耐震診断の義務化対象建築物について
問合先：建設課

建築住宅担当

○「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」の
改
正
概
要

　

過
去
の
大
地
震
で
倒
壊
し
た
建
築

物
が
道
路
等
を
塞
い
で
し
ま
い
、
避

難
や
救
急
・
消
火
活
動
、
緊
急
物
資

の
輸
送
な
ど
の
妨
げ
と
な
り
、
二
次

災
害
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

に
法
改
正
さ
れ
、
県
ま
た
は
市
町
村

が
指
定
す
る
道
路
沿
い（
緊
急
輸
送

道
路
な
ど
）で
、
一
定
条
件
に
該
当

す
る
建
築
物
は
、
耐
震
診
断
実
施
と

診
断
結
果
の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
緊
急
輸
送
道
路
と
は

　

地
震
時
に
お
け
る「
円
滑
な
避
難
」

「
救
急
・
消
防
活
動
の
実
施
」「
避
難

者
へ
の
緊
急
物
資
の
輸
送
」「
防
災
拠

点
を
相
互
に
連
絡
」な
ど
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
高
速
道
路
、
国
道
、
県

道
、
市
町
村
道
な
ど
で
地
震
時
に
通

行
を
確
保
す
べ
き
重
要
な
道
路
の
こ

と
で
す
。

　
都
留
市
の
場
合

　

国
道
…
１
３
９
号
線

　
　
　
　
（
バ
イ
パ
ス
を
除
く
）

　　

県
道
…
四
日
市
場
上
野
原
線

　
　
　
　

都
留
道
志
線

　
　
　
　

都
留
イ
ン
タ
ー
線

○
耐
震
診
断
義
務
化
・
結
果

公
表
義
務
付
け
対
象
建
築
物

（
避
難
路
沿
道
建
築
物
）

　

昭
和
56
年
５
月
末
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
、
①
②
に
該

当
す
る
建
築
物
と
な
り
ま
す
。

①
前
面
道
路
幅
員
が
12
ｍ
を
超
え
る

場
合 

…
（
前
面
道
路（
Ｌ
）／
２
＋

道
路
ま
で
の
距
離（
Ｘ
））ｍ
以
上
の

高
さ
の
建
築
物

②
前
面
道
路
幅
員
が
12
ｍ
以
下
場
合

…
（
６
＋
道
路
ま
で
の
距
離（
Ｘ
））

ｍ 

以
上
の
高
さ
の
建
築
物

（
※
詳
細
は
下
記
対
象
図
参
照
）

○
耐
震
診
断
の
報
告
期
限

　

耐
震
診
断
の
報
告
期
限
は
、
平
成

27
年
度
末
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
決

め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
報
告
が
な
い

場
合
は
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

○
耐
震
診
断
補
助
金
に
つ
い
て

　

初
め
に
建
物
所
有
者
様
に
診
断
費

用
を
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
後

に
そ
の
か
か
っ
た
費
用
分
を
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
。（
補
助
金
の
内
訳
：

診
断
費
の
１
／
６
国
、
５
／
６
市

＊
限
度
額
設
定
有
）

道路 4ｍ

6ｍ

②前面道路幅員が 12ｍ以下の場合
　6ｍの高さを超える建築物

前面道路（Ｌ）

①前面道路幅員が 12ｍを超える場合
　幅員の 1/2 の高さを超える建築物

中央
45°

特
定
建
築
物

高さ（Ｌ/2）

高さ 6ｍ

■国土交通省HPより抜粋

■避難路沿道建築物対象図

無料！木造住宅耐震診断実施中！
問合先：建設課

建築住宅担当
　

家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
耐
震

診
断
・
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。　

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
を

防
止
し
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
で

は
今
年
度
も
木
造
個
人
住
宅
の「
耐
震

診
断
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
希
望
す
る
皆
様
の

家
に
、「
耐
震
診
断
技
術
者
」
を
派
遣

し
、
調
査
を
行
い
、
大
規
模
地
震
に

対
す
る
防
災
意
識
と
市
民
の
耐
震
対

策
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

調
査
対
象
建
物

　

診
断
の
対
象
は
、
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
も
の
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅

②
木
造
の
個
人
住
宅
で
２
階
建
て
以

下
の
建
物（
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以

外
の
建
物
）

③
所
有
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
、
自
ら
が
居
住
す
る
も
の

診
断
費
用　

無
料 

※
市
が
全
額
負
担

（
一
部
国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
）

内
容

・
耐
震
診
断
及
び
診
断
結
果
の
説
明

・
耐
震
化
改
修
工
事
に
係
る
概
算
費
用

   

の
算
定

募
集
戸
数　

40
戸（
申
込
み
順
）

※
こ
の
診
断
に
よ
り
、
補
強
の
必
要

が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
耐
震

改
修
を
す
る
方
は
、
補
助
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水道料金は納付期限までに納めましょう！
問合先：上下水道課

水道業務担当・簡易水道担当

水
道
事
業
は
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
水

道
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
水
管
の
修
繕
、
施
設
の
維
持
管

理
、
配
水
管
の
布
設
替
工
事
な
ど
に

か
か
る
費
用
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
く
水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
が
き
ち
ん
と
支
払
わ
れ
な

い
と
、
利
用
者
間
の
不
公
平
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
お
客
様
に
公
平
に
お
支

払
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
き
め
細
か

な
未
納
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

未
納
対
策
の
実
施

　

水
道
料
金
の
未
納
者
に
は
、
督
促

状
・
催
告
書
の
送
付
、
電
話
・
訪
問

催
告
な
ど
に
よ
り
納
入
を
促
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
支
払
い
が
な

い
場
合
に
は
、
給
水
停
止
予
告
書
を

送
付
し
、
法
令
等
に
基
づ
き
給
水
停

止
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
給
水
停
止

後
も
納
付
及
び
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
お
客

様
と
の
水
道
の
給
水
契
約
の
解
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
が
滞
ら

な
い
よ
う
に
納
付
期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

　

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に

も
、
２
カ
月
に
１
回
自
動
的
に
振
替

納
入
で
き
る
便
利
な
口
座
振
替
制
度

の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
ご
利
用
は
、
預
金
通

帳（
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）、
印

鑑（
通
帳
届
出
印
）及
び
水
道
料
金
の

領
収
書
ま
た
は
使
用
水
量
等
の
お
知

ら
せ（
お
客
様
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

を
ご
持
参
の
う
え
、
預
金
口
座
の
あ

る
下
記
の
取
扱
金
融
機
関
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

納入通知書

口座振替

納
付
期
限

再
振
替
不
能

督
促
状

催
告
書

給
水
停
止
予
告
書

給
水
停
止

契
約
解
除

電
話

訪
問

■給水停止及び契約解除の流れ

取
扱
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行 

・
山
梨
信
用
金
庫

・
都
留
信
用
組
合

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

～
こ
の
大
好
き
な
都
留
市
で
い

つ
ま
で
も
、
安
心
し
て
笑
顔
で

暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
に
～

　

認
知
症
の
方
は
現
在
10
人
に
１
人
の

状
況
で
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
き

ま
す
。

　

あ
な
た
の
理
解
や
ち
ょ
っ
と
し
た
見

守
り
・
声
か
け
が
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
支
え
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
を
で
き
る
だ

け
予
防
で
き
、
ま
た
発
症
し
て
も
正
し

く
理
解
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
本
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
認
知

症
へ
の
備
え
、
接
し
方
、
相
談
窓
口
と

サ
ー
ビ
ス
経
過
と
対
応
、
予
防
の
方

法
、
地
域
の
支
え
な
ど
で
す

　　

ご
希
望
の
方
は
長
寿
介
護
課 

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「認知症を考えるガイドブック」を活用してください！！
問合先：長寿介護課 

地域包括支援センター
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農地を転用等する場合、許可が必要です。
問合先：農業委員会

事務局
　

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
優
良
農

地
の
確
保
と
計
画
的
土
地
利
用
の
推

進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
と
す
る

場
合
又
は
農
地
の
所
有
権
移
転
や
貸

借
等
の
権
利
設
定
を
行
う
場
合
に

は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
転
用
で
き
な
い
農
地（
農

振
農
用
地
等
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

転
用
許
可
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、

事
前
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

「
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
」

親
子
一
緒
の
サ
ロ
ン

日
　
時　

７
月
13
日（
月
）10
時
～
12
時

場
　
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
２
階

持
ち
物　

各
自
必
要
な
物

費
　
用　

２
０
０
円（
保
険
・
運
営
費
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
託
児
）サ
ロ
ン

日
　
時　

７
月
27
日（
月
）10
時
～

場
　
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
２
階

持
ち
物　

お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
、
お

や
つ
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
靴

※
１
日
預
け
た
い
方
の
み
お
弁
当
持
参

※
持
ち
物
に
は
お
名
前
を
書
い
て
下
さ
い

費
　
用　

３
０
０
円（
保
険
・
運
営
費
）

申
込
・
問
合
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
46
）５
１
１
５

よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日
　
時　

７
月
11
日（
土
）14
時
～

場
　
所
　
市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

み
ん
な
が
選
ん
だ
絵
本
や
紙
芝

　
　
　
　

居
を
読
み
ま
す

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の

「
こ
ぐ
ま
の
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会
」

日
　
時　

７
月
17
日（
金
）10
時
30
分
～

場
　
所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

乳
児
か
ら
未
就
園
児
の
親
子
を

　
　
　
　

対
象
に
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び

　
　
　
　

を
し
ま
す
。　

こ
ぶ
た
の
会
の

　
「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日
　
時　

７
月
25
日（
土
）14
時
～

場
　
所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

楽
し
い
お
は
な
し
や
歌
、
手
あ

　
　
　
　

そ
び
を
し
ま
す
。

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

そ
の
ほ
か
、
お
う
た
や
工
作
を
行
い

ま
す
。

日
　
時　

７
月
15
日（
水
）10
時
30
分
～

場
　
所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

１
階
和
室

対
　
象　

３
カ
月
～
1
歳（
要
申
込
み
）

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
・
問
合
先　

サ
ー
ク
ル
バ
ン
ビ
ィ　

友
野

　

☎
０
９
０（
７
７
１
０
）２
３
８
９

農地法 許可が必要な場合 許可申請者 許可権者 許可不要の場合

第３条
自分の農地を農地と
して権利を移転等す
る場合

農地所有者
及び権利譲
受者

農業委員会
相続・時効取得等
（ただし、届出の義
務はあります）

第４条 自分の農地を農地以
外（転用）にする場合 農地所有者 都道府県知事

（転用面積が４
ヘクタールを超
える場合には農
林水産大臣）

国、都道府県が転
用する場合
市町村が道路、河
川等土地収用法対
象事業の用に供す
るために転用する
場合

第５条
事業者等が農地の権
利設定若しくは移転
して農地以外にする
場合

事業者等及
び農地所有
者

違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
等
に
つ
い
て

１　

農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用
の

た
め
に
農
地
を
売
買
等
す
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
農
地
転
用
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
許
可
後
に
お
い
て
転
用
目

的
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
事
業
計

画
の
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

２　

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用

許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転

用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
農
地
法

に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
ま
た

は
県
知
事
か
ら
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、《
１
》原
状
回
復
等
の
命
令

に
定
め
る
期
日
ま
で
に
命
令
に
係
る

措
置
を
講
ず
る
見
込
み
が
な
い
と

き
、《
２
》違
反
転
用
者
を
確
知
で
き

な
い
と
き
、《
３
》緊
急
に
原
状
回
復

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
き
に

は
、
国
ま
た
は
県
知
事
自
ら
原
状
回

復
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
原
状
回
復
に
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
違
反

転
用
を
し
た
者
か
ら
徴
収
し
、
納
付

を
拒
ま
れ
た
場
合
に
は
、
国
税
滞
納

処
分
の
例
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す（
農
地
法
第
51
条
）。

３　

違
反
転
用
や
原
状
回
復
命
令
違

反
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
あ
っ
て
は
３

年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
、
法
人
に
あ
っ
て
は
１
億

円
の
罰
金
と
い
う
罰
則
の
適
用
も
あ

り
ま
す（
農
地
法
第
64
条
、
67
条
）。
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